
白内障や黄斑変性の予防にはUVからブルーライトまで遮蔽できるレンズを選ぼう <作成：stnv基礎医学研究室>
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※紫外線と可視光線の境界は、380nmが採用される
場合と、400nmが採用される場合の両方がある。
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◆白内障や黄斑変性が生じる原因
の何割かは、紫外線や短波長のブ
ルーライトが目に入ることである。

◆メガネをかけることによって防御
することが出来るが、その性能が
最も低いのが、純粋なガラスのみ
で作られたメガネである。

安価なポリカーボ
ネート製のUV･ブルー
ライト防御メガネでもこの性能

◆一方、プラスチック製のレンズを使ったメガネは、無加工のまま
のものでも高いUV遮蔽効果を示す。特にポリカーボネート製のも
のは、UV（紫外線）の全領域（380nmよりも短波長側）を完全に遮
蔽してしまう。

◆黄斑変性をも防ごうとするならば、ブルーライトの中でも、より短
波長側の光を防ぐことが有効であるため、ブルーライト遮蔽対策
を行ったポリカーボネート製メガネを選べば万全である。


